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２）評価項目「無償修理保証」とは、保証
対象外となる以下の事由以外による故障や
損傷の交換部品の費用を含めた一切の修理
費用をいう。
ただし、故障や損傷の際に、道路交通の
安全確保のため中日本高速道路株式会社が
自ら実施した調査、応急復旧、機能の補完
対応、監視などの費用を除く。
・使用上の誤り並びに製品の取扱説明書等
に記載された取扱方法及び注意事項に反
する取扱いによって生じた故障や損傷。
・製品の改造や指定品以外の部品の使用に
関連した故障や損傷。
・他の機器に起因して受けた故障や損傷。
・偶然、かつ外的要因(物体の衝突、落下、
衝撃、倒壊、圧力等の負荷、液体・薬品
等の付着、水没など)により生じた故障
や損傷。
・火災、地震、風水害、落雷、津波、その
他天災地変、塩害、公害、異常電圧など
による故障や損傷。
・契約図書に記載された動作条件の範囲外
での使用による故障や損傷。
・消耗品・付属品の交換、有寿命部品で使
用環境により保証期間中に寿命に達した
と明らかに認められる場合。
・各部の通常の使用による汚れ。
３）評価項目「保守部品の供給保証期間」
は、標準仕様書に基づく期間として受渡日
を始期とする。なお、「保守部品の供給保証
期間」が標準仕様書より下回る場合は、「不
採用」とする。

 評価項目及び評価指標 評価項目及び評価
指標は以下のとおりとし、各評価項目に対す
る提案の有効性を、評価指標をもとに、相対
的に評価する。
なお、製作予定者が複数となる場合は、製
作予定者毎に提案できることとする。
１）評価項目
評価項目：工事目的物の性能・機能に関
する事項
ＣＣＴＶ設備の維持管理性向上に資する
提案
＜提案例＞
・定期的交換が必要な機器の部品交換の
簡便性の向上
・障害復旧の迅速性の向上

・機器の長寿命化や信頼性の向上
提案数：３提案まで
対象：ＣＣＴＶ設備

評価項目：工事目的物の施工に関する事
項
ａ．現場工事において、支柱及び機器設
置時における安全対策に関する提案
ｂ．機器動作の信頼性確保に資する現地
試験調整時における提案
提案数：２提案まで（ａ、ｂそれぞれ
１提案まで)
対象：ＣＣＴＶ設備

評価項目：工事目的物の保証に関する事
項
保証条件等（無償修理保証の期間及び保
守部品の供給保証期間）に関する提案
対象：ＣＣＴＶ設備

２）評価指標
【判定方式】 提案内容を共通仕様書、施
工管理要領及び設計図書等に示す標準案
と比較して、その有効性について以下の
とおり評価する。
優：標準案に比べ、非常に優れているも
の。

良上：良に比べ、やや優れているもの。
良：標準案に比べ、優れているもの。
良下：良に比べ、やや劣っているもの。
可：標準案又は標準案と同等であるも
の。

【数値方式】 評価項目の項目別配点は、
評価数値により算出する。最高の評価数
値の提案者を満点、標準値又は評価に値
しないものを最低の０点とし、評価数値
に応じ按分した点数を付与する。

 技術評価点の付与方法 技術評価点の付与
方法は以下のとおりとする。
なお、製作予定者が複数ある場合、技術評
価点の合計値が低い製作予定者の技術評価点
を採用する。
評価項目：工事目的物の性能・機能に関す
る事項
評価指標：判定方式
予備品及び保守用品の追加納入に関する提案
は評価対象外
項目別配点(4000点)：優4000点、良上3000
点、良2000点、良下1000点、可000点

評価項目：工事目的物の施工に関する事項
評価指標：判定方式
他工事へ影響を及ぼす提案は不採用
項目別配点
ａ．(2000点)：優2000点、良上1500点、

良1000点、良下500点、可000点
ｂ．(2000点)：優2000点、良上1500点、

良1000点、良下500点、可000点
評価項目：工事目的物の保証に関する事項
評価指標：数値方式
いずれも上限は15年とし、これを上回る場合
は15年で評価
標準値（無償修理保証期間（１年）×１）＋
（保守部品の供給保証期間（５年）×02）
＝２
項目別配点(2000点)：評価数値により算出
し、最高値を満点、標準値又は評価に値しな
いものを０点とし、評価数値に応じ按分した
点数を付与
最高値2000点、標準値000点
按分点数は小数第３位を四捨五入し小数第２
位とする

 総合評価提案の履行に関する事項
 保証条件等について 受注者の責によ
り、入札時の提案内容を満足できない場合
は、「故意による契約不適合」とし、補修又
は損害賠償を請求する。
 その他の評価項目について 受注者の責
により、入札時の提案内容を満足できない
場合は、その程度に応じ請負工事成績評定
点を最大10点減点するとともに契約書に基
づく請負代金額の減額を行う。
また、契約違反としての措置を講ずる場
合がある。

 技術提案に基づき施工する場合は、その内
容を示した資料を提出すること。
技術提案が不採用となった場合で標準案に
基づく施工の意思がある場合は、資料提出に
より意思表示すること。
 技術提案の採否 技術提案の採否は、競争
参加資格確認結果と併せて通知する。
なお、上記通知において技術提案が採用と
なった者は当該提案に基づく入札、標準案に
基づいて施工しようとする者又は技術提案が
不採用となった者は標準案に基づく入札を行
うことを条件とし、これに違反した入札は無
効とする。

４ 入札手続等
 担当部局 〒4600003 愛知県名古屋市中
区錦２1819 三井住友銀行名古屋ビル12
階 中日本高速道路株式会社 名古屋支社
総務企画部 契約課 電話0522221448
 入札説明書等の交付期間、交付場所及び交
付方法 入札参加希望者には、入札説明書、
入札公告、契約書案、入札者に対する指示書、
図面、仕様書、工事費内訳書（以下「入札説
明書等」という。）を交付する。
 交付期間：入札公告日から令和５年12月
21日（木）まで。
 交付場所：当社ホームページによる。

 落札者となるべき者の決定方法 総合評価
提案資料に記載された内容の評価による技術
評価点に係数αを乗じた値と契約制限価格の
範囲内にある入札書の価格により算定される
価格評価点に05を乗じた値とを加算した総
合評価点の最も高い者を落札者となるべき者
とする。
総合評価点数の算出方法は、以下のとおり
とする。
 総合評価点：（技術評価点×α）＋（価
格評価点×05） αの値は「02」とする。
 技術評価点：各評価項目における項目別
配点の合計点（満点100点）
 価格評価点：０ （０≦Ｐ＜05Ｌ）
（（Ｐ／Ｌ×100）－50）／（Ｘ／Ｌ－05）
（05Ｌ≦Ｐ＜Ｓ） 100200（Ｐ／Ｌ

－Ｘ／Ｌ） (Ｓ≦Ｐ≦10Ｌ）
ここに、
Ｐ：入札書に記載の価格（入札価格）
Ｌ：契約制限価格
Ｘ：調査基準価格以上の最低入札価格
【注：契約制限価格を超える者は対象
としない】
Ｓ：調査基準価格
ただし、入札価格がすべて調査基準価格
を下回る場合は、Ｘ／ＬをＳ／Ｌとする。

 上記において、総合評価点の最も高い者
が２者以上あるときは、くじ引きにより落札
者となるべき者を決定する。
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